
　
　
　
香
典
返
し

編 集 後 記

▽
網
津
町
　
　
　
　
　
　
　
　
　伊
藤
　守
　
　
　
　
　
　
　亡
母
　
　敏
子
　
　
　
　
　
　
　（
九
八
）

▽
上
網
田
町
　
　
　
　
　
　
　
　吉
村
哲
子
　
　
　
　
　
　
　亡
夫
　
　賢
　
　
　
　
　
　
　
　（
九
〇
）

▽
下
網
田
町
　
　
　
　
　
　
　
　堀
田
ツ
ヤ
子
　
　
　
　
　
　亡
夫
　
　祥
司
　
　
　
　
　
　
　（
八
五
）

▽
住
吉
町
　
　
　
　
　
　
　
　
　奥
村
辰
博
　
　
　
　
　
　
　亡
母
　
　孝
子
　
　
　
　
　
　
　（
八
八
）

▽
岩
古
曽
町
　
　
　
　
　
　
　
　鈴
木
瑞
恵
　
　
　
　
　
　
　亡
母
　
　渡
邉
フ
ミ
コ
　
　
　
　（
九
〇
）

▽
下
網
田
町
　
　
　
　
　
　
　
　梅
田
伊
津
子
　
　
　
　
　
　亡
夫
　
　和
利
　
　
　
　
　
　
　（
八
一
）

▽
岩
古
曽
町
　
　
　
　
　
　
　
　中
村
昭
利
　
　
　
　
　
　
　亡
妻
　
　尚
子
　
　
　
　
　
　
　（
六
〇
）

▽
椿
原
町
　
　
　
　
　
　
　
　
　橋
本
美
香
　
　
　
　
　
　
　亡
父
　
　梅
原
亮
兒
　
　
　
　
　（
九
一
）

▽
三
拾
町
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
良
子
　
　
　
　
　
　
　亡
夫
　
　健
一
　
　
　
　
　
　
　（
九
八
）

▽
栗
崎
町
　
　
　
　
　
　
　
　
　志
垣
義
弘
　
　
　
　
　
　
　亡
母
　
　一
惠
　
　
　
　
　
　
　（
八
四
）

▽
立
岡
町
　
　
　
　
　
　
　
　
　岡
﨑
照
光
　
　
　
　
　
　
　亡
母
　
　ア
ヤ
子
　
　
　
　
　
　（
九
六
）

▽
新
小
路
町
　
　
　
　
　
　
　
　藤
原
　誠
　
　
　
　
　
　
　亡
叔
母
　藤
木
マ
ユ
ミ
　
　
　
　（
八
五
）

▽
神
合
町
　
　
　
　
　
　
　
　
　須
藤
貴
士
　
　
　
　
　
　
　亡
父
　
　貢
　
　
　
　
　
　
　
　（
八
八
）

▽
古
城
町
　
　
　
　
　
　
　
　
　井
芹
艶
子
　
　
　
　
　
　
　亡
夫
　
　賢
一
　
　
　
　
　
　
　（
八
六
）

▽
古
城
町
　
　
　
　
　
　
　
　
　元
松
武
子
　
　
　
　
　
　
　亡
夫
　
　章
憲
　
　
　
　
　
　
　（
九
〇
）

▽
境
目
町
　
　
　
　
　
　
　
　
　上
田
啓
一
　
　
　
　
　
　
　亡
母
　
　マ
サ
子
　
　
　
　
　
　（
九
五
）

▽
新
開
町
　
　
　
　
　
　
　
　
　本
田
妙
子
　
　
　
　
　
　
　亡
夫
　
　国
博
　
　
　
　
　
　
　（
七
五
）

▽
松
山
町
　
　
　
　
　
　
　
　
　緒
方
ア
キ
子
　
　
　
　
　
　亡
夫
　
　謙
介
　
　
　
　
　
　
　（
九
五
）

▽
新
開
町
　
　
　
　
　
　
　
　
　木
下
淑
子
　
　
　
　
　
　
　亡
夫
　
　茂
　
　
　
　
　
　
　
　（
九
一
）

▽
下
網
田
町
　
　
　
　
　
　
　
　島
村
ヒ
サ
子
　
　
　
　
　
　亡
夫
　
　誠
史
　
　
　
　
　
　
　（
七
七
）

▽
旭
町
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　土
師
俊
弘
　
　
　
　
　
　
　亡
母
　
　ク
ニ
子
　
　
　
　
　
　（
九
七
）

▽
古
保
里
町
　
　
　
　
　
　
　
　本
郷
仁
士
　
　
　
　
　
　
　亡
義
兄
　益
雄
　
　
　
　
　
　
　（
九
三
）

▽
旭
町
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　太
田
黒
玲
子
　
　
　
　
　
　亡
夫
　
　政
　
　
　
　
　
　
　
　（
八
四
）

▽
走
潟
町
　
　
　
　
　
　
　
　
　小
山
ハ
ツ
子
　
　
　
　
　
　亡
夫
　
　敞
直
　
　
　
　
　
　
　（
八
七
）

市
社
協
に
次
の
方
々
か
ら
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

社
協
へ
の
ご
寄
付
は
、確
定
申
告
な
ど
で
、所
得
税
法
と
地
方
税
法
の「
寄
付
金
控
除
」が
で
き
ま
す
。

（
※
2
月
10
日
受
付
分
ま
で
を
掲
載
）

元
げ ん

樹
き

だより
市長からのメッセージ

元松 茂樹

▲こちらからも
　ご覧いただけます

市長の部屋

　
三
月
十
三
日
、台
湾・
台
南
市
で
は
こ
の
日
を

「
正
義
と
勇
気
の
記
念
日
」と
定
め
、湯
德
章（
と

う・と
く
し
ょ
う
）氏
の
ご
命
日
を
偲
び
ま
す
。宇

土
市
出
身
の
父
と
台
湾
人
の
母
の
も
と
台
南
で
生

を
受
け
た
德
章
氏
は
、日
本
統
治
時
代
の
台
湾
で

弁
護
士
と
な
り
、戦
後
の
混
乱
の
中
、多
く
の
台

南
市
民
を
守
る
た
め
に
自
ら
の
命
を
捧
げ
ら
れ
ま

し
た
。そ
の
高
潔
な「
正
義
」と「
勇
気
」の
精
神
は
、

今
も
台
南
の
人
々
の
心
に
生
き
続
け
て
い
ま
す
。

　
德
章
氏
の
ご
縁
が
広
が
り
、昨
年
３
月
13
日
、

ち
ょ
う
ど
德
章
氏
の
命
日
に
、本
市
は
宇
城
市
、

美
里
町
と
と
も
に
、台
南
市
と
友
好
交
流
協
定
を

締
結
い
た
し
ま
し
た
。教
育
、観
光
、経
済
な
ど
多

岐
に
わ
た
る
分
野
で
の
交
流
を
深
め
る
中
、市
内

の
中
学
校
で
は
、台
南
市
制
作
の
德
章
氏
の
生
涯

を
描
い
た
絵
本
を
教
材
に
、「
勇
気
」を
学
ぶ
授
業

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。德
章
氏
の
生
き
様
や
功
績

は
、国
境
や
時
代
を
超
え
て
、今
を
生
き
る
私
た

ち
一
人
ひ
と
り
に
も
大
切
な
気
づ
き
を
与
え
て
く

れ
ま
す
。子
ど
も
た
ち
が
異
な
る
歴
史
や
価
値
観

に
触
れ
、豊
か
な
心
を
育
ん
で
く
れ
る
こ
と
を
、

心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
３
月
に
は
、德
章
氏
の
生
涯
を
追
っ
た
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画『
湯
德
章
ー
私
は
誰
な
の

か
ー
』（
台
湾
語
読
み：
ト
ゥ
ン・
テ
ッ
チ
ョ
ン
）が

熊
本
で
公
開（
※
）さ
れ
ま
す
。日
台
そ
れ
ぞ
れ
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
悩
み
な
が
ら
も
、誠
実
に

信
念
を
貫
い
た
德
章
氏
の
歩
み
、そ
し
て
日
台
の

歴
史
を
つ
な
ぐ
物
語
を
、ぜ
ひ
多
く
の
皆
さ
ま
に

ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、友
好
交
流
協
定
の
締
結
を
記
念
し
、台

南
市
に「
宇
土
路（U

to Rd

）」と
い
う
道
路
が
誕

生
し
ま
し
た
。德
章
氏
の
ご
縁
か
ら
始
ま
っ
た
両

市
の
交
流
が
、こ
れ
か
ら
も
続
い
て
い
く
証
で
あ

り
、大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
宇
土
路
を

歩
く
台
南
の
方
々
も
、き
っ
と
宇
土
に
想
い
を
馳

せ
、親
し
み
を
感
じ
て
く
だ
さ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
さ
ら
に
、１
月
か
ら
、宇
土
市
と
台
南
市
の
市

民
が
互
い
の
ま
ち
を
訪
れ
た
際
に
、観
光
施
設
等

を
割
引
料
金
で
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
り

ま
し
た
。
台
湾
へ
の
ご
旅
行
の
折
に
は
、ぜ
ひ
友

好
交
流
都
市・
台
南
市
を
訪
れ
、德
章
氏
ゆ
か
り

の
地
や
新
た
な
交
流
の
息
吹
を
感
じ
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

　
德
章
氏
の
正
義
と
勇
気
に
満
ち
た
生
き
方
が
、

時
を
超
え
て
、こ
れ
か
ら
も
宇
土
と
台
南
を
結
ぶ

絆
と
な
り
ま
す
よ
う
に
。花
々
が
芽
吹
く
春
の
訪

れ
と
と
も
に
、国
境
を
越
え
た
交
流
の
花
が
、よ

り
一
層
華
や
か
に
咲
き
誇
る
こ
と
を
、心
よ
り
願
っ

て
お
り
ま
す
。

※
３
月
20
日（
金・
祝
）か
らD

enkikan

（
熊
本
市
）で

公
開
。
詳
細
は
公
式
サ
イ
トhttps://thngtek-

chiong.com
/

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

だより
元松 茂樹

▼
テ
レ
ビ
局
の
ふ
る
さ
と
C
M
大
賞
に
挑
戦
。

の
り
の
り
の〝
の
り
〞ダ
ン
ス
C
M
は
、15
秒
に

詰
め
込
む
の
が
想
像
以
上
に
大
変
。
振
付
も

構
図
も
編
集
も
手
探
り
で
し
た
。
今
で
は
テ
レ

ビ
C
M
を
秒
単
位
で
研
究
中
。
の
り
だ
け
に
、

少
し
は
波
に
乗
れ
た
…
は
ず
で
す
。（
東
）

▼
最
近
、宇
土
産
の
果
物
を
食
べ
る
機
会
が
多

く
、そ
の
美
味
し
さ
に
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
撮
影
の
際
に
い
た
だ
い
た
い
ち
ご
も
非
常

に
甘
く
、つ
い
手
が
止
ま
ら
な
く
な
る
ほ
ど
で

し
た
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
が
続
く
時
期

で
す
が
、旬
の
果
物
で
し
っ
か
り
ビ
タ
ミ
ン
を

と
り
な
が
ら
、冬
を
も
う
ひ
と
息
で
乗
り
越
え

た
い
で
す
！（
古
）

▼
表
紙
に
登
場
し
て
く
れ
た
お
子
さ
ん
、実
は

着
て
い
る
お
洋
服
が
お
母
さ
ん
の
手
作
り
な
ん

で
す
！
か
わ
い
さ
の
理
由
、
納
得
で
す
よ
ね
。

気
に
な
る
方
は
、「
＠little_lily_m

am

」で

検
索
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ふ
ん
わ
り
か
わ
い

い
世
界
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。（
松
）

▼
大
相
撲
初
場
所
で
二
横
綱
を
破
っ
た
義
ノ
富

士
関
が
初
の
殊
勲
賞
に
輝
き
、大
躍
進
。
私
事

で
す
が
前
職
で
角
界
入
り
す
る
多
く
の
若
者

を
取
材
、い
ず
れ
も
堂
々
た
る
体
格
で
し
た
が
、

そ
の
後
誰
も
大
成
し
て
い
ま
せ
ん
。
ま
さ
に
厳

し
い
世
界
。
だ
か
ら
勝
て
ば
宇
土
市
民
も
元
気

に
な
り
、紙
面
で
義
ノ
富
士
関
を
大
特
集
す
る

日
を
今
か
ら
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。（
祐
）

（お詫びと訂正）
広報うと2月号24ページの「うとのできごと」に
誤りがありましたのでお詫びして訂正します。
正)  三共コンサルタント株式会社
　   松尾喜久男代表取締役
誤)三共コンサルタント株式会社
　   松尾喜久雄代表取締役
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